
出雲しいたけの周年栽培による生産拡大出雲しいたけの周年栽培による生産拡大

【設 立】 H4年設立
【部会員数】 62名
【栽培菌床】 約55万菌床
【出荷実績】 420ｔ （R５）
【販売実績】 4.4億円（R５）

１．ＪＡしまね出雲しいたけ部会

２．取組の経過及び概要

３．取組の成果

（１）夏場の安定出荷の確立
現在も夏場の出荷量は不足している状況にあるため

外部講師による各種研修会、夏場に強い菌や断熱対
策の検討を部会全体で実施することで、夏場の栽培
技術向上を図り、周年での安定出荷を確立。

（２）新たな担い手確保対策の強化
出雲市農業支援センターと連携・ 強化を図りながら

新たに大都市の就農相談会への出展等による PR
活動や、引き続きハウス整備支援による初期投資負担
軽減により、新たな担い手を確保。

４．課題と今後の取組方向

農林水産基本計画取組事例⑥

0853-30-5551〈問合せ先〉東部農林水産振興センター出雲事務所 林業部 林業普及第二課 0853-30-5551

＜経 緯＞
H4年にスタートした菌床椎茸生産は、H26年に

販売高3億円を突破し、部会名を「JAしまね出雲し
いたけ部会」に変更。

栽培する菌床椎茸を『神々の国 出雲しいたけ』
という名称で商標登録し、ブランド化を実現。

夏場は売値が安く、生産コストも高くなることから
生産が敬遠される傾向になり、H28年頃より生産が
停滞。

＜課 題＞
産地として生産の拡大と担い手育成のためには

安定した収益が確保できる周年栽培が必須。
（１）生産量の増加に伴う新たな販路の確保
（２）高コスト低単価となる夏場生産の増加に伴う

年間平均単価の低下への対応

（１）年間販路の確保
による生産拡大と
販売高の向上

R４年度に過去最高と
なる4.7億円を達成。
生産量は3年間で
123％に増加。その後、
R5の猛暑により減少。

(R1: 407t⇒R4: 500ｔ
⇒R5：420t）

＜取 組＞
（１）契約取引等による年間を通じての売場の確保

①高単価での取引に向けて大手量販店や市場
等との商談や販売促進活動を積極的に行い、
大型取引先との年間契約締結に成功。

②大阪企業との連携により香港への輸出に着手。

（２）消費者ニーズに合わせた商品の開発
これまでのパッケージ内容量等を変更し、グラム

単価の高い新商品の販売を開始。

（３）周年栽培を行う生産者の環境整備
ハウス整備（県単補助事業等）支援による新規就

農者の初期投資の負担軽減。

都市百貨店での販売促進活動は、安定した
販路確保を目的としていますが、消費者の
評価を直接感じることもできるため、生産意
欲もわきますね。

菌床椎茸産者の声
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（２）高温対策検討会の開催
R5夏期の猛暑により想定を

上回るハウス内の高温状態が
長期間継続した影響により、椎
茸の発生量が急激に減少。
急遽、R６夏期に向けて高温対
策の検討会を市、中山間ｾﾝﾀｰ
ＪＡと共に開催。


